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◎
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
専
攻

　

三
月
十
八
日
、
本
学
横
浜
校
地
馬
車
道
校
舎
に
お
い

て
、
公
開
講
座—

馬
車
道
エ
ッ
ジ
ズ
「
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ

リ
ー
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
入
門　

第
九
回
」を
開
催
し
た
。

「
感
性
と
知
性
、
ギ
ル
・
ア
ル
カ
ベ
ッ
ツ
」
と
題
し
て
、

ド
イ
ツ
よ
り
イ
ン
デ
イ
ペ
ン
デ
ン
ト
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
監
督
、
ギ
ル
・
ア
ル
カ
ベ
ッ
ツ
氏
を
招
聘
し
、『
ス

ワ
ン
プ
』『
ル
ビ
コ
ン
』
な
ど
作
品
上
映
と
併
せ
、
自

身
の
創
作
の
軌
跡
を
た
ど
り
な
が
ら
、
短
編
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
創
作
の
発
想
か
ら
、
実
現
ま
で
を
、
作
品
上
映

を
交
え
、
本
学
教
授
・
山
村
浩
二
が
企
画
・
進
行
し
て

開
催
し
た
。

◎
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
専
攻

　

三
月
九
日
か
ら
十
一
日
ま
で
、
本
学
横
浜
校
地
馬

車
道
校
舎
に
お
い
て
、「
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
専
攻
第
三

期
生
修
了
制
作
展
」
を
開
催
し
た
。

　

今
回
の
修
了
制
作
展
で
は"T

A
LK

" 

と
い
う
テ
ー

マ
を
掲
げ
、
作
品
上
映
だ
け
で
な
く
、
作
品
の
制
作

意
図
を
垣
間
見
る
こ
と
の
で
き
る
原
画
や
人
形
、
絵

コ
ン
テ
な
ど
の
展
示
や
、
作
者
別
の
メ
イ
キ
ン
グ
映

像
の
上
映
、
片
桐
仁
（
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
・
俳
優
・
彫

刻
家
）、
佐
々
木
敦
（
批
評
家
）、
山
村
浩
二
（
本
学

教
授
）
に
よ
る
感
想
談
義
、
ゼ
ミ
ご
と
の
教
授
と
学

生
と
の
作
品
ト
ー
ク
を
開
催
し
た
。

Topics of 

Film and
New Media
2012.02 - 07

映
旬

◎
映
画
専
攻

　
三
月
十
六
日
、本
学
横
浜
校
地
馬
車
道
校
舎
一
階
ホ
ー

ル
に
お
い
て「
文
化
財
」と「
オ
ー
ロ
ラ
」の
二
つ
の
テ
ー

マ
で
超
高
精
細
映
像
の
上
映
を
お
こ
な
っ
た
。

　
「
文
化
財
」
で
は
、
馬
車
道
校
舎
の
す
ぐ
近
く
に
あ

る
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

博
物
館
所
蔵
の
「
従
江
戸
長
崎
迄
海
陸
之
図
」
を
ギ
ガ

ピ
ク
セ
ル
（
数
億
画
素
）
サ
イ
ズ
で
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ

化
し
た
も
の
を
表
示
し
な
が
ら
、
同
博
物
館
専
門
学
芸

員
の
古
宮
雅
明
氏
の
解
説
が
あ
っ
た
。
今
回
の
作
業
に

よ
っ
て
新
た
に
明
ら
か
に
な
っ
た
事
実
も
あ
っ
た
。

　
「
オ
ー
ロ
ラ
」
で
は
平
塚
市
博
物
館
館
長
の
鳫
宏
道

氏
の
解
説
と
と
も
に
、
映
像
研
究
科
技
術
職
員
の
荒
木

泰
晴
が
ア
ラ
ス
カ
に
お
い
て
フ
ィ
ル
ム
お
よ
び
デ
ジ
タ

ル
で
撮
影
し
た
連
続
写
真
を
も
と
に
生
成
し
た
動
画
を

上
映
し
た
。
定
員
を
上
回
る
盛
況
で
あ
っ
た
。 

1ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
専
攻

第
三
期
生
修
了
制
作
展

2公
開
講
座

−

馬
車
道
エ
ッ
ジ
ズ

「
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー

  

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
入
門
」第
九
回

3

openT
H

E
A

T
E

R
/ext

（
オ
ー
プ
ン
シ
ア
タ
ー
／
エ
ク
ス
テ
）

「
超
高
精
細
デ
ジ
タ
ル
映
像
が

  

開
く
未
来
」 

4映
画
専
攻
第
六
期
生
修
了
作
品
展

◎
映
画
専
攻

本
年
三
月
に
修
了
し
た
映
像
研
究
科
映
画
専
攻
第
六
期

生
の
修
了
制
作
作
品
の
上
映
が
、
本
学
横
浜
校
地
馬
車

道
校
舎
で
は
三
月
二
十
四
日
と
二
十
五
日
、
渋
谷
ユ
ー

ロ
ス
ペ
ー
ス
で
は
六
月
二
日
か
ら
十
五
日
ま
で
あ
っ

た
。
制
作
作
品
は
『
ソ
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
・
ラ
ブ
』『
虚

し
い
だ
け
』『
ユ
ー
ト
ピ
ア
サ
ウ
ン
ズ
』『
イ
ン
ビ
ジ
ブ

ル
モ
ン
ス
タ
ー
』
の
四
作
品
で
あ
る
。
特
に
有
料
上
映

と
な
る
渋
谷
で
は
レ
イ
ト
シ
ョ
ー
枠
な
が
ら
前
売
り
券

が
な
く
な
る
な
ど
注
目
の
高
さ
を
う
か
が
わ
せ
た
。
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「空の卵」大川原亮

1アニメーション専攻第 3 期生修了制作展
アニメーション専攻

3オープンシアター／エクステ
「超高精細デジタル映像が開く未来」

映画専攻

上から、
『インビジブルモンスター』監督：松尾健太
『ソクラティック・ラブ』監督：早坂亮輔
『ユートピアサウンズ』監督：三間旭浩
『虚しいだけ』監督：今橋　貴

4 映画専攻第 6 期生修了作品展
映画専攻

2 公開講座—馬車道エッジズ
「コンテンポラリーアニメーション入門」
第９回
アニメーション専攻
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Topics of 

Fine Arts

2012.02 - 07

美
旬

1GTS（藝大・台東・墨田）観光アートプロジェクト 2012

「スカイネスト」 2 011年度設置作品（台東区）

「イメージマケット3」2 012年度設置作品



15

「Reflectscape」 2 011年度設置作品（墨田区）

「イメージドローイング 2」
2 012年度設置作品

「イメージドローイング 1」
2 012年度設置作品

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
本
学
と
台
東
区
、
墨
田
区
の

三
者
共
催
に
よ
る
地
域
連
携
事
業「
G
T
S
観
光
ア
ー

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト2012

」
が
実
施
さ
れ
る
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
両
区
の
間
を
流
れ
る
隅
田

川
の
存
在
を
絶
好
の
地
理
的
特
性
と
捉
え
、
東
京
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
と
浅
草
を
ア
ー
ト
で
結
び
、
隅
田
川
エ
リ
ア

全
体
と
し
て
観
光
を
楽
し
み
な
が
ら
散
策
で
き
る
回
遊

ル
ー
ト
の
創
設
を
目
指
し
て
い
る
。

　

平
成
二
十
二
年
度
か
ら
二
十
四
年
度
ま
で
の
三
年
間

に
わ
た
り
、
今
春
開
業
し
た
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の

ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
環
境
ア
ー
ト
作
品
や
ア
ー
ト
ベ
ン

チ
を
設
置
す
る
「
ア
ー
ト
環
境
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
、

地
域
で
の
現
代
美
術
展
、
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
映
像
展
や
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の

複
合
的
な
展
示
を
お
こ
な
う
「
隅
田
川A

rt Bridge

」

の
二
本
柱
を
軸
に
実
施
し
て
い
る
。

　

平
成
二
十
四
年
度
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
先
駆

け
、
七
月
七
日
か
ら
十
八
日
に
は
、
今
年
度
新
た
に
設

置
さ
れ
る
環
境
ア
ー
ト
作
品
四
点
と
ア
ー
ト
ベ
ン
チ
の

制
作
を
区
民
に
公
開
す
る
「
マ
ケ
ッ
ト
・
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
展
（
前
期
）」、
ま
た
、
七
月
二
十
一
日
に
は
、
小
中

学
生
を
対
象
に
し
た
区
民
参
加
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
東

京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
描
く
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
ス

ポ
ッ
ト
を
探
せ
！
」
が
実
施
さ
れ
た
。

1Ｇ 

Ｔ
Ｓ（
藝
大
・
台
東
・
墨
田
）
観
光

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 2012
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美
術
学
部
で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
い
て
、
台
東
区

教
育
委
員
会
か
ら
の
受
託
研
究
「
図
画
工
作
・
美
術
等

の
授
業
か
ら
展
開
す
る
子
ど
も
の
作
品
展
示
に
関
す
る

実
践
的
研
究
」（
研
究
代
表
者
：
池
田
政
治
・
美
術
学

部
長
）に
取
り
組
ん
だ
。
本
研
究
は
、
二
〇
〇
八（
平
成

二
十
）年
に
本
学
と
台
東
区
が
締
結
し
た
連
携
に
関
す
る

協
定
の
、
教
育
及
び
人
材
育
成
に
関
す
る
連
携
事
項
に

基
づ
い
て
委
託
を
受
け
た
も
の
で
、
台
東
区
の
小
・
中

学
生
に
よ
る
図
画
工
作
、
美
術
、
家
庭
、
技
術
、
書
写

の
作
品
を
展
示
す
る
「
台
東
区
小・中
学
校
連
合
作
品
展
」

を
大
学
美
術
館
に
お
い
て
開
催
し
、
作
品
展
示
に
つ
い

て
実
践
的
に
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
。

　

昨
年
度
の
研
究
を
も
と
に
、
今
年
度
も
、
展
示
計
画

や
作
品
展
示
方
法
に
つ
い
て
、
美
術
教
育
研
究
室
と
大

学
美
術
館
が
中
心
に
な
っ
て
、
台
東
区
立
小
中
学
校
の

教
諭
と
よ
り
緊
密
に
協
議
を
重
ね
た
。
そ
の
成
果
は
、

大
学
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
「
ぼ
く
の
色
、
わ
た
し
の

形
」
展
（
会
期
一
月
十
四
日
～
十
八
日
）
と
し
て
結
実

し
た
。

　

展
示
お
よ
び
撤
去
作
業
は
、
台
東
区
立
小
中
学
校
の

教
諭
の
ほ
か
、
美
術
教
育
研
究
室
の
教
員
、
学
生
や
大

学
美
術
館
の
教
員
が
協
力
し
て
お
こ
な
っ
た
。
展
覧
会

は
美
術
学
部
の
専
門
性
や
大
学
美
術
館
の
特
徴
を
活
か

し
た
、
質
の
高
い
も
の
と
な
っ
た
。
五
日
間
の
会
期
中

の
入
館
者
数
は
、
合
計
六
八
四
九
人
。
展
覧
会
は
好
評

の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

2ぼ
く
の
色
、
わ
た
し
の
形

―
第
六
十
四
回
台
東
区
小
・
中
学
校
連
合
作
品
展
―

作品展会場

2ぼくの色、わたしの形
―第六十四回台東区小・中学校連合作品展―
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二
月
二
十
七
日
、
文
化
財
保
存
学
専
攻
保
存
修
復
日

本
画
研
究
室
で
は
、
独
自
に
開
発
し
た
特
許
技
術（
※
）

を
用
い
、
世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
高
句
麗
古

墳
群
の
な
か
か
ら
、
江
西
大
墓（
六
～
七
世
紀
）の
巨
大

な
壁
面
に
描
か
れ
た
「
四
神
図
」
の
複
製
を
お
こ
な
い
、

石
室
全
体
を
同
素
材
か
つ
同
質
感
、
原
寸
大
で
復
元
す

る
こ
と
に
初
め
て
成
功
し
、
報
道
機
関
に
公
開
し
た
。

　

今
回
、
復
元
し
た
高
句
麗
古
墳
群
江
西
大
墓
の
壁

画
「
四
神
図
」
は
、高
松
塚
古
墳
壁
画
の
源
流
と
さ
れ
、

わ
れ
わ
れ
日
本
人
の
文
化
の
ル
ー
ツ
を
知
る
う
え
で
重

要
な
も
の
だ
が
、
壁
画
の
劣
化
が
著
し
く
、
描
か
れ
て

い
る
「
四
面
図
」
の
図
像
が
消
え
つ
つ
あ
る
。
対
策
と

し
て
模
写
の
制
作
が
検
討
さ
れ
た
が
、
石
室
の
壁
画
が

持
ち
出
せ
な
い
こ
と
や
そ
の
巨
大
さ
の
た
め
、
従
来
の

模
写
で
は
膨
大
な
時
間
と
労
力
が
必
要
に
な
る
。

　

そ
こ
で
同
研
究
室
で
は
、
開
発
し
た
特
許
技
術
を
用

い
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
ほ
ぼ
同
質
で
あ
る
花
崗
岩
の
質

感
を
備
え
た
壁
画
を
複
製
し
、
六
か
月
と
い
う
短
い
制

作
期
間
に
縦
約
三
メ
ー
ト
ル
×
横
約
三
・
二
メ
ー
ト
ル

×
高
さ
約
二
・
三
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
な
石
室
を
復
元
す

る
こ
と
に
成
功
し
た
。壁
画
の
図
像
復
元
に
お
い
て
は
、

三
十
年
前
に
撮
影
さ
れ
た
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
を
使
用
し
、

高
度
な
デ
ジ
タ
ル
画
像
処
理
技
術
と
手
作
業
に
よ
る
彩

色
の
併
用
に
よ
っ
て
、
原
寸
大
の
鮮
明
な
「
四
神
図
」

を
蘇
ら
せ
、
現
代
で
は
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
古
代
の
文
化
を
共
有
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

3保
存
修
復
日
本
画
研
究
室

特
許
技
術
で
高
句
麗
古
墳
壁
画
を

原
寸
大
復
元

復元した壁画と宮廻教授

記者会見（左より荒井准教授、宮廻教授、宮田学長、北郷副学長）

3保存修復日本画研究室
特許技術で高句麗古墳壁画を原寸大復元

※
本
学
特
許
取
得
第
一
号
「
質
感
を
表
現
し
た
素
材
の
製
造
方
法
及

び
絵
画
の
製
作
方
法
、
質
感
を
表
現
し
た
素
材
及
び
絵
画
、
建
築
用

材
料
」（
特
許
番
号
：
第
４
５
５
９
５
２
４
号
）。
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Topics of 

Music

2012.02 - 07

音
旬

　

七
月
一
日
、
第
二
回
D
コ
ン
サ
ー
ト
が
第
六
ホ
ー
ル

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
D
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
本
学
大

学
院
で
博
士
号
を
取
得
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
、
実
演

を
交
え
な
が
ら
博
士
研
究
の
成
果
を
発
表
し
、
そ
れ
に

続
い
て
演
奏
を
お
聴
か
せ
す
る
と
い
う
藝
大
な
ら
で
は

の
ユ
ニ
ー
ク
な
コ
ン
サ
ー
ト
で
あ
る
。
今
回
は
「
演
奏

家
と
共
に
探
る
音
楽
の
新
し
い
聴
き
方
」
と
い
う
テ
ー

マ
の
も
と
、
四
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
と
演
奏
を
披
露

し
た
。
お
客
様
か
ら
は
「
高
度
な
研
究
に
裏
打
ち
さ
れ

た
表
現
に
引
き
込
ま
れ
た
」、「
わ
か
り
や
す
く
興
味
を

か
き
た
て
て
く
れ
る
ト
ー
ク
で
聴
き
方
が
変
わ
っ
た
」

と
い
っ
た
感
想
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
最
後
に
は
、
オ

リ
ジ
ナ
ル・コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン（
声
楽
、バ
イ
オ
リ
ン
、

三
味
線
、
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
、
ピ
ア
ノ
）
に
よ
る
《
浜
辺

の
歌
》
も
登
場
。「
異
色
中
の
異
色
の
よ
う
な
コ
ラ
ボ

は
最
高
に
感
激
で
し
た
」
と
い
っ
た
声
も
聞
か
れ
、
前

回
に
引
き
続
き
大
好
評
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。な
お
、

第
三
回
D
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
十
一
月
十
六
日
、
カ
ワ
イ

表
参
道
「
パ
ウ
ゼ
」
で
開
催
予
定
。

1第
二
回
Ｄ
コ
ン
サ
ー
ト

1第二回Ｄコンサート
第六ホールにて
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生
た
ち
は
専
攻
に
か
か
わ
ら
ず
、
演
奏
の
際
に
欠
か
せ

な
い
装
飾
に
つ
い
て
の
豊
富
な
示
唆
を
得
ら
れ
た
様
子

で
あ
っ
た
。

　

管
打
楽
器
専
攻
で
は
、
こ
の
四
月
か
ら
福
島
県
伊
達

市
で
市
内
中
学
生
と
の
交
流
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
福
島
県
伊
達
市
の
東
日
本
大
震
災
の
復

興
事
業
「
吹
奏
楽
き
ら
め
き
事
業
」
の
一
環
で
あ
り
、

市
内
の
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
員
へ
の
指
導
を
通
し
て
、

音
楽
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
よ
う
と
い
う
も
の
。
今
後

も
、
教
員
、
学
生
、
卒
業
生
を
定
期
的
に
派
遣
し
、
吹

奏
楽
や
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
お
こ
な

い
、
生
演
奏
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
予
定
。
来
年
二
月

三
日
に
は
市
内
梁
川
中
学
校
ア
リ
ー
ナ
（
体
育
館
）
に

お
い
て
、
中
学
生
た
ち
と
の
合
同
吹
奏
楽
演
奏
会
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

　

三
月
二
十
七
日
、
ア
ジ
ア
総
合
芸
術
セ
ン
タ
ー
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
北
京
の
中
央
音
楽
学

院
附
属
中
等
音
楽
学
校
生
徒
十
五
名
と
本
学
音
楽
学
部

附
属
音
楽
高
等
学
校
生
徒
九
十
名
と
の
交
流
演
奏
会
が

お
こ
な
わ
れ
た
。
本
事
業
は
、
二
〇
一
〇
年
三
月
に
中

国
（
北
京
・
上
海
）
で
実
施
さ
れ
た
交
流
演
奏
会
の
答

礼
と
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
両
国
の
若
人
の
瑞
々

し
い
演
奏
（
民
族
楽
器
・
邦
楽
を
含
む
）
を
フ
ィ
ナ
ー

レ
の
合
同
演
奏
が
華
や
か
に
締
め
く
く
り
、
五
〇
〇
名

近
い
聴
衆
に
大
き
な
感
銘
を
与
え
た
。

　

六
月
二
十
六
日
、
特
別
招
聘
教
授
の
エ
ミ
リ
オ
・
モ

レ
ー
ノ
氏
（
ス
ペ
イ
ン
の
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
音
楽
院 

古

楽
科
主
任
教
授
）
に
よ
る
、
バ
ロ
ッ
ク
時
代
の
装
飾
法

を
テ
ー
マ
と
し
た
特
別
講
座
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
講

座
で
は
同
時
代
の
文
献
の
紹
介
や
解
説
と
と
も
に
、
実

際
の
装
飾
例
を
音
に
出
し
、
史
料
と
実
技
の
両
面
か
ら

装
飾
法
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
た
。

　

モ
レ
ー
ノ
氏
の
豊
富
な
知
識
に
ふ
れ
、
参
加
し
た
学

4 日中青少年交流演奏会（藝高）
上：奏楽堂での演奏会　下：生徒交流会

4日
中
青
少
年
交
流
演
奏
会
（
藝
高
）

2特
別
講
座（
古
楽
）

「
バ
ロ
ッ
ク
時
代
の
装
飾
に
つ
い
て
」

3福
島
県
伊
達
市
の
中
学
生
と
の

交
流
活
動

2特別講座（古楽）「バロック時代の装飾について」
エミリオ・モレーノ特別招聘教授

3福島県伊達市の中学生との交流活動
上、左下：松陽中学校体育館　右下：保原小学校体育館


